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○学会発表○○学会発表○○学会発表○○学会発表○    

1. 塩入俊樹．パニック障害の病態と治療，日本精神神経学会東海地方会 特別講演； 長久手：2/28 
2. 塩入俊樹．｢不安と恐怖のメカニズム｣と本研究開発の意義，平成 21年度(社)電子情報技術産業協会(JEITA)， 第 1回 心理

的負荷測定システム開発委員会；東京：7/9 
3. 塩入俊樹．災害時における効果的心理的支援のための連携協力に関する研究 －中長期的な心理社会的支援への移行に関す

る実態調査 －，平成 21年度 文部科学省科学研究費補助金基盤研究(A)研究報告会； 東京：11/21 
4. 塩入俊樹．災害時のこころのケア:新潟県中越地震の経験を通して， 第 105回 日本精神神経学会学術総会 教育講演； 神

戸：5/23 
5. 高橋三郎，山田尚登，下田和孝，塩入俊樹，染矢俊幸．精神科疾患の治療と告知の診断学 －精神科医 327名のアンケート

調査から －，第 29回 日本精神科診断学会プレナリーセッション；東京：10/16 
6. 岡崎伸郎，高岡 健．精神科医療の地殻変動と精神病理学的な諸問題(シンポジウム司会)， 第 28回 日本社会精神医学

会；栃木：2/28 
7. 高岡 健．少年の裁判員裁判と児童精神医学の役割，第 50回 日本児童青年精神医学会；京都：10/1 
8. 植木啓文，塩入俊樹，竹内巧治．カルバマゼピン中止により無汗症が改善された一例， 第 105回 日本精神神経学会学術総

会；神戸：8/21～8/23 
9. 植木啓文．職域におけるうつ病診断上の留意点について，第 32回 日本プライマリ・ケア学会学術会議； 京都：8/22～8/23 
10. 天野雄平．遅発緊張病の一例 老年期に起こる精神病症状に対する一考察，岐阜神経精神医学集談； 岐阜：6/20 
11. 天野雄平，塩入俊樹．当初，精神疾患が疑われた自己免疫性脳炎 2例の検討，第 29回 精神科診断学会； 東京：10/16～

10/17 
12. 田中生雅，佐渡忠洋，山本眞由美，塩入俊樹．大学生のメンタルヘルスと QOLに関する検討，第 105回 日本精神神経学

会学術総会；神戸：8/21 
13. 田中生雅，佐渡忠洋，清水克時，山本眞由美．大学生の健康に対する取り組みと生活環境に関する検討．第 47回 全国大

学保健管理研究集会(優秀演題賞受賞)；札幌：9/17  
14. 高橋隆夫．精神病理・精神療法学会の 30年─ 症候群･状態像の報告内容について ─，第 13回 精神医学史学会； 慶応

義塾大学：10/31 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


